
合成生物学・バイオ

経産省

①バイオものづくり

素材・食品・エネルギー等の新たな製法として、2030-40年には約165兆円の経
済効果。バイオマスや廃棄物等の国内資源を活用でき、サプライチェーンの特
定国・地域への依存低減に貢献。

発酵産業の蓄積等で強みがある実験・製造工程に加え、AI・データ活用や革新的な
基盤技術開発により設計・解析工程を強化し、高効率な製造技術を確立する。経済
安全保障や脱炭素の観点で重要な製品の初期需要創出の取組等を促進することに
より、国内生産基盤の構築につなげる。

②バイオ医薬品・再生医療
等製品等

※創薬・先端医療③と同じ

拡大する医薬品市場（2022年に約200兆円）で、バイオ医薬品・再生・細胞・遺
伝子治療等の比率は約4割。国民の健康や生命に直結し、健康医療安全保障
上、供給途絶リスクを低減する自律性確保が急務。

iPS細胞や抗体薬物複合体等の技術基盤の強みを活かし、開発・製造受託の実績を
積み上げることなどを通じ、国内生産基盤を維持・構築し、国内の医療ニーズに応え
るとともに、創薬ベンチャーのグローバル展開を促進し、海外市場の獲得につなげる。
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